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二
〇
二
〇
年
秋
か
ら
立
教
大
学
人
文
研
究

セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
人
文

学
資
料
の
情
報
メ
デ
ィ
ア
化
に
関
す
る
新
た

な
手
法
開
発
と
適
用
」（
研
究
代
表
者
：
野

中
健
一
）
の
一
環
と
し
て
、
旧
江
戸
川
乱
歩

邸
を
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ン
し
デ
ジ
タ
ル
空
間
と
し

て
再
現
す
る
と
と
も
に
、
建
築
史
・
都
市
史

的
視
点
か
ら
建
物
の
調
査
を
行
う
こ
と
と
な

っ
た
。
私
は
建
築
史
・
都
市
史
を
専
門
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
池
袋
の
都
市
史
研
究
を
行
っ

て
き
た
こ
と
か
ら
、
今
回
研
究
代
表
者
の
野

中
健
一
先
生
に
お
声
が
け
い
た
だ
き
、
後
者

の
調
査
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

調
査
は
二
〇
二
一
年
度
も
継
続
的
に
行
う

予
定
だ
が
、
こ
こ
で
は
調
査
の
視
点
と
二
〇

二
〇
年
一
一
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
行
っ

た
洋
館
と
主
屋
の
実
測
調
査
に
つ
い
て
簡
単

に
紹
介
を
し
た
い
。
調
査
に
は
私
の
ほ
か
建

築
史
・
都
市
史
を
専
門
と
す
る
法
政
大
学
の

金
谷
匡
高
さ
ん
と
文
化
財
工
学
研
究
所
の
砂

川
晴
彦
さ
ん
に
も
参
加
い
た
だ
い
て
、
三
名

で
行
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
改
め
て
紹
介
す
る
ま
で
も
な
い
と

思
う
が
、
豊
島
区
池
袋
の
立
教
大
学
キ
ャ
ン

パ
ス
北
側
に
隣
接
し
て
旧
江
戸
川
乱
歩
邸

（
以
下
、
乱
歩
邸
と
す
る
）
が
建
っ
て
い
る
。

江
戸
川
乱
歩
（
本
名
：
平
井
太
郎
）
は
引
越

し
魔
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
生
涯
で
四
六

回
引
越
し
四
七
軒
の
家
に
住
ん
だ
。
そ
し
て

記
録
魔
で
も
あ
っ
た
乱
歩
自
身
は
、
そ
の
四

七
軒
の
家
の
間
取
り
す
べ
て
を
方
眼
紙
に
描

き
、『
貼
雑
年
譜
』
に
残
し
て
い
る
（『
貼
雑

年
譜
』
と
は
乱
歩
自
身
が
日
記
、イ
ラ
ス
ト
、

写
真
、
手
紙
、
生
原
稿
、
メ
モ
書
き
、
新
聞
・

雑
誌
の
切
抜
き
、チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

自
著
の
新
聞
広
告
な
ど
で
編
み
あ
げ
た
年
譜

で
あ
り
、
乱
歩
の
作
家
と
し
て
の
記
録
と
乱

歩
と
そ
の
家
族
の
生
活
史
を
伝
え
る
狂
気
の

記
録
で
あ
る
）。
乱
歩
邸
は
昭
和
九
（
一
九

三
四
）
年
九
月
に
乱
歩
が
三
九
歳
で
、
四
七

軒
目
に
移
り
住
ん
だ
終
の
住
処
で
あ
り
、
七

〇
歳
で
死
去
す
る
昭
和
四
〇
（
一
九
六
五
）

年
七
月
ま
で
の
約
七
一
年
の
う
ち
、
三
一
年

間
を
過
ご
し
た
家
で
あ
る
。
乱
歩
の
逝
去
後

は
、
息
子
で
あ
る
平
井
隆
太
郎
が
住
居
と
し

て
使
用
し
て
い
た
。
主
屋
は
乱
歩
や
子
息
の

代
の
増
改
築
を
経
て
現
在
の
姿
と
な
る
。
二

〇
〇
二
年
二
月
に
は
平
井
家
か
ら
立
教
大
学

へ
敷
地
及
び
建
物
が
移
管
さ
れ
、
現
在
は
立

教
大
学
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し
て
一

部
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
の
建
物
は
主
屋
［
大
正
一
〇
（
一
九

二
一
）
年
築
、昭
和
三
二(

一
九
五
七)

年
・

昭
和
五
一(

一
九
七
六)

年
改
築
］、
土
蔵

［
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
築
］、洋
館
［
昭

和
三
二
（
一
九
五
七
）
年
築
］、
現
大
衆
文

化
研
究
セ
ン
タ
ー
（
旧
息
子
宅
）［
昭
和
三

二
（
一
九
五
七
）
年
築
、
昭
和
五
一(

一

九
七
六)

年
改
築
］
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

乱
歩
邸
の
立
教
大
学
へ
の
移
管
に
際
し
て

は
、
土
蔵
に
つ
い
て
の
み
詳
細
な
調
査
が
行

わ
れ
豊
島
区
指
定
文
化
財
と
な
っ
た
が
、
乱

歩
が
手
を
加
え
な
が
ら
暮
ら
し
た
主
屋
と
自

ら
構
想
し
た
と
い
う
洋
館
に
つ
い
て
は
く
わ

し
い
建
築
的
な
調
査
は
行
わ
れ
て
い
な
い

［
写
真
一
・
二
・
三
］。

建
築
史
・
都
市
史
的
視
点
か
ら
み
た

　
　
　
　
　
　
　
　

旧
江
戸
川
乱
歩
邸石

　
榑
　
督
　
和

　

│
目　

次
│

　
　
　

建
築
史
・
都
市
史
的
視
点
か
ら
み
た
旧
江
戸
川
乱
歩
邸

石　

榑　

督　

和

　
　
　

メ
デ
ィ
ア
と
人
に
よ
っ
て
「
つ
く
ら
れ
る
」
怪
異

　
　
　
　
　
　
　

―
「
日
本
の
怪
異
―
そ
の
発
生
と
展
開
に
つ
い
て
」
講
演
会
感
想
―八　

巻　

詩　

子

〈
資
料
紹
介
〉

　
　
　
「
立
教
探
訪
」
撮
影
の
裏
側

杉　

本　

佳　

奈

　
　
　

乱
歩
の
土
蔵
で
眠
っ
て
い
た
鳥
羽
造
船
所
の
蔵
書

宮　

本　

祐　

希

　
　
　

江
戸
川
乱
歩
書
き
入
れ
旧
蔵
書

　
　
　
　

W
illiam

�Irish.�D
eadline�at�daw

n

（
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
『
暁
の
死
線
』）

米　

山　

大　

樹

　
　
　

旅
す
る
乱
歩
～
別
府
編
～

丹　

羽　

み
さ
と

〈
展
示
紹
介
〉

　
　
　

捕
物
帳
の
作
家
た
ち
～
捕
物
作
家
ク
ラ
ブ
展

影　

山　
　

亮
／
丹　

羽　

み
さ
と

〈
編
集
後
記
〉



2021年 3 月30日
　

今
回
、
主
屋
の
小
屋
裏
の
調
査
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
主
屋
は
現
在
ま
で
に
柱
を
途
中
で

切
断
し
、
切
断
面
か
ら
上
部
を
桁
ご
と
持
ち

上
げ
る
改
築
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
当
初

の
小
屋
組
と
一
部
の
柱
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
洋
館
は
乱
歩

自
身
が
方
眼
紙
に
図
面
を
描
き
、
構
想
を
練

っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
乱
歩
と
建
築
・
都
市

と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
建
物
で

あ
り
、
乱
歩
自
身
が
社
交
の
場
と
し
て
利
用

し
て
い
た
応
接
間
を
含
め
建
物
全
体
が
乱
歩

に
関
わ
る
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

乱
歩
邸
の
主
屋
と
洋
館
に
つ
い
て
は
『
旧

江
戸
川
乱
歩
邸
土
蔵
保
存
修
理
工
事
報
告

書
』
お
よ
び
、
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年

に
開
催
さ
れ
た
「
江
戸
川
乱
歩
と
大
衆
の
二

〇
世
紀
展
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
甦
る
幻
影

城
」
が
概
要
を
示
し
て
い
る
が
、
先
述
の
通

り
建
築
史
的
な
調
査
は
行
わ
れ
て
い
な
い
た

め
詳
細
は
不
明
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
立
教
大

学
が
作
成
し
た
現
状
図
面
が
敷
地
全
体
の
平

面
図
の
み
存
在
す
る
が
、
現
状
と
一
致
し
な

い
箇
所
も
多
い
た
め
、
今
回
の
調
査
で
は
こ

う
し
た
先
行
す
る
成
果
を
参
照
し
つ
つ
、
改

め
て
主
屋
と
洋
館
の
実
測
を
行
っ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
で
は
洋
館
の
小
屋
裏
か
ら
「
昭

和
三
十
二
年
六
月
七
日 

平
井
家
」
と
記
載

さ
れ
た
幣
串
が
発
見
さ
れ
、
洋
館
の
上
棟
の

時
期
が
明
ら
か
に
な
っ
た
［
写
真
四
］。

ま
た
乱
歩
が
洋
館
建
設
時
の
領
収
書
等

の
関
係
書
類
を
保
存
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
今
後
は
建
物
建
設
の
経
緯
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

『
貼
雑
年
譜
』
な
ど
か
ら
乱
歩
と
そ
の

家
族
の
生
活
史
の
一
部
が
明
ら
か
に
な

り
、
ま
た
乱
歩
の
お
孫
さ
ん
か
ら
生
活

史
を
聞
き
取
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な

暮
ら
し
が
営
ま
れ
、
そ
れ
に
関
係
し
て

家
屋
が
ど
の
よ
う
に
改
変
さ
れ
て
い
っ

た
の
か
を
読
み
解
く
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
ま
た
洋
館
に
つ
い
て
は
、
建
設
の

背
景
と
乱
歩
の
設
計
へ
の
関
与
の
実
際

を
示
し
、
実
測
調
査
か
ら
現
状
の
洋
館

建
築
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

他
方
で
、
乱
歩
は
戦
中
期
に
隣
組
の

防
空
群
長
と
な
り
、
乱
歩
邸
周
辺
の
家

屋
の
平
面
図
と
防
空
設
備
を
図
化
し
て

お
り
、
民
防
空
の
実
態
を
検
証
で
き
る

事
例
と
し
て
都
市
史
研
究
と
し
て
も
重

要
な
対
象
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
今

後
の
課
題
と
し
て
調
査
を
進
め
て
い
き

た
い
。

（
東
京
理
科
大
学
）

写
真
一
：
昭
和
三
二
年
の
改
築
後
の
玄
関
と
洋
館

（
出
展
＝
江
戸
川
乱
歩
「
自
宅
増
築
記
」
太
平
住
宅

株
式
会
社
の
雑
誌
『
住
』
の
昭
和
三
四
年
一
月
号
、

『
貼
雑
年
譜
』
第
七
巻
一
六
〇
頁
所
収
）

写
真
二
：
洋
館
と
主
屋
を
庭
か
ら
見
る
。
主
屋
に

縁
側
が
回
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
出
展
＝
同
前
）

写
真
三
：
現
状
の
洋
館
と
主
屋
を
庭

か
ら
見
る

写
真
四
：
洋
館
の
幣
串


